
第６回気象学史研究会「地形から見た気象災害の歴史」開催のお知らせ

気象学史研究連絡会

１．概要

第６回気象学史研究会「地形から見た気象災害の歴

史」

日時：2019年10月30日（水）18：00～20：00（日本気

〝天気"66．9．

630

 

16



象学会2019年度秋季大会第３日夜）

場所：福岡国際会議場小会議室404,405,406（秋季大

会D会場）

プログラム

・黒木貴一（福岡教育大学)「気象災害の地形学的な

見方・考え方」

・山本晴彦（山口大学)「土地利用の変遷から見たわ

が国で発生した気象災害の特徴」

コンビーナ・司会：山本晴彦（山口大学）

参加費：無料．どなたでもご自由にご参加ください．

（当日「参加者名簿」へのお名前の記載にご協力お

願いいたします．）

内容：今回の気象学史研究会は，「地形から見た気象

災害の歴史」をテーマに，特に豪雨による土砂災害

や洪水災害の発生に関し地形学や地域開発学の視点

から考察します．黒木氏からは「気象災害の地形学

的な見方・考え方」と題して，社会科教育の教員の

立場から十分に浸透していない気象災害の地形的理

解等についてご講演をいただきます．また，コン

ビーナの山本氏からは近年日本各地で発生した大規

模な水害について，現地踏査やアンケート調査，地

図や空中写真等を用いた扇状地や氾濫平野の開発に

よる土地利用の変遷を分析し，それぞれの災害地に

おける地域開発と災害発生との関係についてご講演

をいただきます．

本会合は気象学史研究に関心を持つ，より多くの

方の間の情報・意見交換をうながすため，学会員以

外の方にも広く参加を呼びかけて開催いたします．

２．講演要旨

・気象災害の地形学的な見方・考え方

黒木貴一

2017年九州北部豪雨では，福岡・大分県境付近の広

範囲で山地に斜面崩壊，平野に氾濫が生じ，両地形場

で甚大な自然災害となった．地理学の中の自然地理学

の一部である地形学では従来から，その自然現象の意

味を，発災の都度，地形形成を追求する中で整理して

きた．一般社会にその成果は還元され続けているが，

自然災害が絶えることはない．この背景の一つに地形

学的な現象の見方・考え方が社会になかなか浸透しに

くいことがある．高等学校までの自然地理は，その単

元ごとの内容が断片的で時・空間的な連続性が絶たれ

ており，地理が暗記科目と認識される要因になってい

る．しかし気象災害の地形としての顕在化は，その理

解さえ進めば防災力向上に直結することが期待され

る．たとえば平野部では，治水地形分類図で区分され

る氾濫平野や旧河道の危険な宅地開発は，心理学でい

う正常性バイアスが，地形形成の時・空間スケールを

過小評価することで成立する．また，山地部で被災地

に対し治水地形分類図がないあるいは地形区分数が十

分ではないことは，地形の時・空間スケールを研究者

がまだ十分理解できていないことによる．ここでは平

野部と山地部の（非）被災状況とその地形特性に関し

て，お話をさせて頂きたい．

・土地利用の変遷から見たわが国で発生した気象災害

の特徴

山本晴彦

近年，大規模な風水害が日本各地で発生している．

たとえば，2011年台風12号による紀伊山地の土砂・洪

水災害，2012年７月の梅雨前線による九州北部豪雨，

2013年台風26号による伊豆大島の土石流災害，2014年

８月の秋雨前線による広島市土石流災害，2016年台風

10号による北海道・東北豪雨，2017年７月の梅雨前線

による九州北部豪雨，2018年７月の梅雨前線による西

日本を中心とした豪雨など，毎年のように甚大な豪雨

災害に見舞われている．雨の降り方も短時間で局地性

を有する集中豪雨から，比較的雨量強度が高くない長

雨型の豪雨まで様々であり，地面に到達した豪雨によ

り土石流災害や洪水災害が引き起こされる．戦後の復

興期から土石流跡の扇状地や氾濫平野の低平地におけ

る宅地開発等が進み，特に高度経済成長期末期や日本

列島改造論に相当する1970～1980年代は，地方でも戸

建てブームにより，農地を転用して多くの住宅が建設

された．2018年７月豪雨で大規模な浸水被害に見舞わ

れた岡山県の倉敷市真備町も，1973年から1975年にか

けて水田の転用による宅地開発が急速に進んだ地域で

ある．江戸時代からの史料を紐解くと，幾度となく洪

水に見舞われる水害常襲地であり，昨年の災害の前年

にはハザードマップが作成され，大部分が５m以上

の浸水想定区域に指定されていた．しかし，災害のリ

スクを十分に理解していない「新住民」も数多く認め

られ，避難のタイミングが遅れて取り残されるケース

が相次いだ．ここでは，2010年代に発生した災害を中

心に，地域開発と災害の発生についてのお話をさせて

頂きたい．

2019年９月
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お問い合せ先

山本 哲（気象庁観測部）

TEL 03-3212-8341（代表）

メールでのお問い合わせは気象学史研究連絡会ウェ

ブサイトの問い合わせフォームをご利用ください．

https://sites.google.com/site/meteorolhistoryjp/

〝天気"66．9．
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